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「山陰いいものマルシェ」は、中海・宍道湖・大山圏域市長会が行う地方創生事業の一環として実施して
います。今号では、この圏域市長会の活動についても紹介します。

　中海・宍道湖・大山圏域は、中海・宍道湖沿岸の５市
（出雲市・松江市・安来市・米子市・境港市）に大山周
辺７町村を加えた人口65万８千人（平成28年３月末時
点）の山陰の中核地域です。
　圏域市長会は、圏域の連携強化と一体的な発展をめ
ざし、産業振興、観光振興、環境の充実、連携と協働の
４本を軸にした広域連携事業に取り組んでいます。

おたずね／政策企画課 ☎21‐6612

中海・宍道湖・大山圏域市長会 通信

平成24年4月
平成27年7月
平成28年4月

中海・宍道湖・大山圏域市長会の設立（中海市長会を発展的に改組）
地方創生のための「圏域版総合戦略」を策定
出雲市長が会長に就任

　昨年度策定した圏域版総合戦略に基づき、「県境を越えた広域連携による、まち・ひと・しごとの好循
環づくり」を加速化し、圏域が一体となり地方創生に向け、本格的に取り組んでいます。

・小学生を対象とした自然体験学習会の開催
・中海・宍道湖水鳥フォトコンテストなど
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イメージキャラクター
「ウンパくん」

・ビジネスマッチング商談・展示会の開催
・山陰いいものマルシェの開催
・圏域内企業の海外展開への支援など
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・経済界との連携推進
・夏祭りやイベントでの相互交流など

・三大都市圏からの観光誘客事業
・香港・台湾に向けた観光プロモーション
・外国人観光客の受入体制の整備など


